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研究成果の概要（和文）：本研究は千葉大学医学部附属病院循環器内科に通院中の心不全患者を対象に、IT機器
を介した訪問看護施設との連携の有無による心不全の予後改善効果を検討したものである。2015年から提携中の
当科心不全外来・訪問看護事業所・訪問診療機関・千葉大学看護学研究院により2018年5月に千葉心不全ネット
ワークを設立し、心不全の包括的な診療を提供する基盤とした。単一アプリでは両機能の統合が困難なため複数
のITツールを組み合わせて医療情報共有とコミュニケーションを行った。死亡または心不全再入院を主要評価項
目として生存時間解析を行った結果、診療連携群は対照群に比し有意差を以て有効と判明した。

研究成果の概要（英文）：This study examined the effect of collaboration with home nursing facilities
 via IT devices on improving the prognosis of heart failure in heart failure patients attending the 
Department of Cardiology, Chiba University Hospital. by our heart failure outpatient clinic, home 
nursing offices, home health care agencies, and Chiba University Nursing School, which have been in 
partnership since 2015. Chiba Heart Failure Network was established in May 2018 as a foundation for 
providing comprehensive heart failure care. Multiple IT tools were combined for medical information 
sharing and communication, as it was difficult to integrate both functions in a single application. 
Survival time analysis with death or heart failure rehospitalization as the primary endpoint showed 
that the collaboration group was significantly more effective than the control group.

研究分野： 心不全

キーワード： 病院&#8211;在宅連携　訪問看護　心不全
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研究成果の学術的意義や社会的意義
心不全専門治療を行う病院と訪問看護師とのITを介した連携により、特に退院後初期におけるイベント抑制効果
が得られた。
人的資源・時間的制約・保健医療上のインセンティブ欠落などの問題のため、形式的紹介を超えた医療機関同士
の診療連携は一朝一夕には成し得ない。その一方で本体制は既存の医療資源を生かした現実的なシステムであ
り、広く普及可能であることから、制約のある環境下での有効な手段と考えられる。また本体制にかかりつけ医
が関わっていくことで、将来的には緩和医療をも含めた心不全の地域包括ケア体制の確立が期待可能である。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
(1) 高齢化社会の到来に伴い劇的な増加が予測される心不全は、急性増悪を反復しつつ次第に心
機能や全身状態が衰弱していく慢性疾患である。その予後は癌に匹敵するうえ、経過と共に QOL
も低下していく 1。心不全の安定維持のためには薬剤や機器を用いた病院診療のみではなく、病
院と自宅あるいは地域をシームレスにつなぎ、多方面から包括的にケアを行う姿勢が重要とな
る。 
 
(2) 包括的心不全診療に際しては、重症心不全患者の生活を観察し啓発を含めた介入を行い、 か
つ一般診療と専門診療を中継する施設が不可欠である。我が国の医療機関全般がそれに能うと
は言い難い一方で、訪問看護事業所は生活と密着したケアを行っており、心不全入院抑制効果も
報告されている 2,3。同事業所と専門病院との連携強化は包括的心不全診療の礎として期待され
る。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究は当院と訪問看護ステーションと診療連携体制モデルを構築し、これを軸に展開する
包括的慢性心不全診療による予後改善効果を評価することを目的とする。 
 
(2) 特に連携は従来の報告書郵送ではなく、Social Networking Service（SNS）を含む IT ツールを
利用する点を特徴とする。これにより多職種が迅速かつ双方向性にコミュニケーション可能と
なり、より有機的な診療連携が可能となる。 
 
３．研究の方法 
(1) 対象は当科外来に心不全で定期通院する成人男女で、安定期の左室駆出率(EF)が原則として
40%未満かつ心不全管理目的で訪問看護導入を行った症例とする。認知症、非心臓疾患で予後 1
年以内、終末期緩和ケア症例、鬱病、透析症例、重症肝疾患、研究参加拒否例は除外する。 
 
(2) 当科と訪問看護事業所間での IT ツールを介した診療連携の有無により対象患者を連携群と
対照群に二分する。主要評価項目を死亡または心不全再入院とし、イベント発生までの時間およ
び発生ハザードを Kaplan-Meier 法ならびに Cox 回帰モデルにより評価する。症例数設定にあた
り、本邦で短期間在宅介入による心不全再入院抑制効果を検討した研究を参考にした。Cox 比例
ハザードモデルを適応し、αエラー0.05,βエラー 0.2,長期介入によるハザード比 0.4, イベント率
0.55 と仮定した結果、必要症例総数 68 症例と算出した 2。 
 
４．研究成果 
(1) 千葉心不全ネットワークの構築 
我々は 2015 年より診療連携を行っ
てきた訪問看護事業所施設・訪問診
療事業所計 6 施設および千葉大学
看護学研究院と共に、2018 年 5 月
に千葉心不全ネットワークを立ち
上げ、心不全包括診療を展開するた
めの病院—在宅の連携基盤とした
（図 1）。また医療特化型 SNS であ
る Medical Care Station（MCS）内に
おいても同組織を展開し、参加者間
の自由な対話を可能にした。現在で
は本ネットワークへの賛同施設は
訪問看護事業所約 20 施設・訪問診
療機関約 10 施設となり、MCS 内の
コミュニティ参加者は約 90 名とな
った。加えて賛同組織を対象に計 6 回の定期ネットワークミーティングを開催し、最新の心不全
関連知識や連携症例の経験知を共有した。更に訪問医療従事者を対象とした教育セミナーを計
16 回開催し、在宅における心不全診療の技術向上や新規連携事業所の開拓に努めた結果、これ
までに延べ 110 施設以上・300 名以上に参加いただいた。これらの実績を千葉心不全ネットワー
クのホームページ（https://www.chibahfnetwork.com）に掲載した。 
 
(2) 連携法の変遷 
連携の内訳は医療情報共有とコミュニケーションである。単一のアプリケーションで両機能を
兼ね備えるものがなく、以下の複数手段を併用した。 
① SHACHI（Social Health Assist CHIba）： 当院患者支援部が開発した医療情報共有システムで



あり、採血結果や画像を共有した。システムの維持修正が困難となり約 1 年で稼働停止した。 
②Web版心不全手帳（https://hf-management.jp）：千葉大学看護大学院成人看護学と共同開発した。 
日々の血圧・脈拍・体重・体調を患者が記録し、関わる医療従事者と共有した。 
③MCS やチャットワークなどの医療特化型 SNS：医療従事者間のコミュニケーション、および
必要に応じ日々のバイタル情報、体調、採血結果、画像を共有した。 
④Health Care Passport（HCP）： 当院患者支援部・TIS 社と共に開発した Personal Health Record
アプリであり、日々の血圧・脈拍・体重、採血結果、処方情報を共有した。 
 
(3) 患者特性 
当初は前向観察を予定していたが、組入数不足のため 2015〜2017 年までの症例も組み込み後向
き解析を行った。最終的な症例数は 2015 年 1 月〜2023 年 12 月において計 60 名（連携群 38 名、
対照群 22 名）となった。平均年齢 68.3±12.6 歳（連携群 67.3±13.1 歳, 対照群 70.0±11.8 歳）、
男 66.7%（連携群 73.7%, 対照群 54.5%）であった。主たる背景疾患は虚血性心疾患 18.3%（連
携群 21.1%, 対照群 13.6%）、特発性拡張型心筋症 26.7%（連携群 28.9%, 対照群 22.7%）であ
り、左室駆出率(EF)による分類では EF40%未満 81.7%（連携群 94.7%, 対照群 59.0%）であった。
血清クレアチニン (Cre) 1.29±0.56 mg/dL（連携群 1.36±0.62mg/dL, 対照群 1.17±0.43mg/dL）、
血漿脳性ナトリウムペプチド（BNP）は 378.2 pg/mL (interquartile range(IQR) 198.6–723.9;（連携
群 380.9 (178.8–682.5) pg/mL, 対照群 356.7 (276.9–723.9) pg/mL）であった。 
 
(4) 予後改善効果 
連携群と対照群において死亡
または心不全再入院までの時
間解析を Kaplan-Meier 曲線に
より行ったところ、顕著な差
を認め Log-rank 検定で有意差
を認めた（図 2）。1 年後のイベ
ント回避率は連携群 78.6%、
対照群 18.2% であった。 
患者背景に群間差を認めたた
め、年齢・性別・血清 Cre 値・
血漿 BNP 値・EF による心不全
分類を共変量におき、死亡ま
たは心不全再入院を従属変数
としたCox回帰分析を行った。
その結果、連携群では有意な
イベント発生ハザードの低下を認めた（Hazard ratio (HR) 0.13 (95%信頼区間 (CI) 0.05–0.34; 
P<0.01)）。またいずれの共変量の寄与も有意では無かった（年齢: HR 1.02（95%CI 0.97–1.07）; 
BNP: HR 1.00（95%CI 0.99–1.00）; Cre: HR 0.50（95%CI 0.19–1.36）; EF40%未満: HR 1.11（95%CI 
0.29–4.19））。 
 
(5) 本結果の臨床的意義 
心不全専門治療を行う病院と訪問看護師との IT を介した連携により、特に退院後初期における
イベント抑制効果が得られた。 
人的資源・時間的制約・保健医療上のインセンティブ欠落などの問題のため、形式的紹介を超え
た医療機関同士の診療連携は一朝一夕には成し得ない。その一方で本体制は既存の医療資源を
生かした現実的なシステムであり、広く普及可能であることから、制約のある環境下での有効な
手段と考えられる。また本体制にかかりつけ医が関わっていくことで、将来的には緩和医療をも
含めた心不全の地域包括ケア体制の確立が期待可能である。 
 
(6) 本研究の限界 
本研究は単一施設における研究である。また医師や訪問看護師による診療の質の差異は不明で
ある。訪問看護導入の判断は原則として科内ミーティングで決定するものの、個別医師の意向に
も左右されうるため不確実性が残る。加えてコロナ禍も相まって予想以上に対象となる患者が
少なく、低心機能ではない心不全も対象に含め、かつ後向き解析とせざるを得なかった。それら
の制限を経ても効果に明らかな有意差を認めており、今後よりバイアスの少ない研究を展開す
るうえでの端緒となりうる。 
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